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研 究 課 題     ：  落ち葉堆肥と残飯堆肥をもとにした堆肥の有用性の検証  

  （英文）  Verification of the usefulness of composts based on fallen leaf compost 

 and leftover compost.  

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

  近年,食品ロスが社会問題となっている中で、食品廃棄物の再利用法の確立が必要不可欠な

ものとなっている。さらにアフリカを始めとする貧困が多く起こっている地域での食糧不足も深

刻な問題である。そこで本研究は、一般的に廃棄物となる「落ち葉」と「食料廃棄物」を使用し

た有機物肥料の有用性を立証することを目的とする。枝豆の栽培によって検証を行う.「落ち葉

堆肥」は学内及び、学院で発生した落ち葉を畑で肥料化する。対照実験として発酵促進剤となる

「米ぬか」の有無で影響を調査する。「残飯堆肥」は学内の食堂で発生した残飯を、コンポスタ

ーで分解したものを使用する。残飯に含まれる油の影響を調査するために食べ残しの有無,及び

肥料を使用しないで対照実験を行う。再現性のために「落ち葉堆肥」と「残飯堆肥」の両方で栽

培中・栽培後に複数の調査を行う。土壌成分の状況は簡易キットを用いて「カリウム,リン,窒

素,pH」を調査する。栽培後には収量,糖度を調査する。 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

  落ち葉堆肥は水分や養分を蓄えられるようになるという土壌の質の改善というメリットがあっ

たが、窒素不足になってしまうというデメリットも発生した。食堂での残飯堆肥は窒素が豊富な肥

料となったが、炭素不足により内容物が腐り、悪臭の発生というデメリットが発生した。家庭での

残飯肥料は内容物が野菜中心だったため、カリウムに富んだ肥料が作成できた。これにより、落ち

葉堆肥と食堂、家庭の残飯堆肥を組み合わせることでお互いの弱点を補い合えるより効果の高い堆

肥が作成できるという新たな可能性を発見することができた。  
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研究成果写真      ： 



（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 

 
写真 1. 落ち葉堆肥の作成の様子        写真 2. 食堂の残飯肥料の作成の様子 

 

 
写真 3. 枝豆の種植えの様子          写真 4. 枝豆の糖度測定の様子 
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